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　第 2 のテーマについては、1990 年代半ばから付き合いがあり、センターの設置を契機によ
り親密になった寺脇研氏等文部省幹部に、生涯学習政策のなかに大学を位置づけるべきことを
進言していた。

















































































　 ＊第 21 回国立大学生涯学習系センター研究協議会（2005）＊第 47 回社会教育研究全国研究
集会（2007）。第 55 回日本社会教育学会（2008）＊日本ボランティア学会（2009）。





②　 私は振り返る。10 周年記念シンポジウム（2008）では、センター 10 年の歩みを DVD と
して作成した。スタッフと推敲を重ねたエンドロールに、以下のメッセージを書いた。今
読み返してどうだろうか。10 年から 20 年。その過程の後半期は生涯学習行政が衰弱が加
速し、とりわけ国立大学の法人化以降に競争的環境と再編の危機に翻弄されてきた。










































































































国国立大学 17 番目のセンターとして設置された。近年の国立大学改革は、3 つの機能別分化
や「ミッションの再定義」という高等教育政策を背景に、センターの再編成も進んでいる。さ
らに、国立大の 87 大学中 55 大学が、地域貢献型大学を「選択」し、同時に全国のセンターも、
地域を冠したセンターの再位置づけが顕著であり、本学も例外ではない。
　本学センターが恒常的な組織化に寄与し、後に、事務局長として貢献した「全国国立大学生














ター 10 周年」のシナリオ作成、（のちに、堀内秀雄センター長の下で、DVD 化）作業を通じて、



































生涯学習を切り離し、クロスカル教育機構に再位置づけされた。その後 2016 年 2 月の役員会



























































































1998 年 4 月 1 日  和歌山県教育委員会より、長期社会体験研修員として 2 名
が準備室に派遣
1998 年 10 月 1 日  松下会館をリニュアールして、全国の国立大学で 17 番
目のセンターとして、和歌山大学生涯学習教育研究セン
ターが設置される。
2008 年 10 月 センター設立 10 周年
 日本社会教育学会開催校
  設立 10 周年記念フォーラム「地域生涯学習の展開と大
学の役割」を開催
2011 年 7 月 1 日  「地域連携・生涯学習センター」に名称変更
2011 年 12 月 10 日 松下会館設立 50 周年式典を実施
2012 年 11 月 30 日  まちかどサテライトは、大学事務局一元化により、事務
室機能を地域連携・生涯学習センターに移転




2016 年 4 月 クロスカル教育機構　地域連携・生涯学習センターに改組
  同機構は、「センター」のほかに、サテライト（岸和田、
南紀熊野）を所管
2017 年 3 月  松下会館から、地域連携・生涯学習機能を栄谷キャンパ
スに一元化
2017 年 4 月 クロスカル教育機構　生涯学習部門に改組
  地域連携と切り離し、地域連携は、地域イノベーション
機構に







1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
センター長 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈 山本健慈
副センター長 小島敏宏 小島敏宏 小島敏宏 小島敏宏 小島敏宏 小島敏宏 小島敏宏 瀧野邦雄 瀧野邦雄 堀内秀雄
センター教員 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄 堀内秀雄
教育学部 永守基樹 永守基樹 永守基樹 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央
本山　貢 本山　貢 本山　貢 本山　貢 本山　貢 本山　貢 本山　貢 山下晃一 山下晃一 米田頼司
経済学部 橋本卓爾 橋本卓爾 橋本卓爾 橋本卓爾 橋本卓爾 河音琢郎 河音琢郎 河音琢郎 河音琢郎 足立基浩
大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和 大津正和
システム工学部 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平
濱田學昭 濱田學昭 濱田學昭 山田宏之 山田宏之 山田宏之 山田宏之 濱田學昭 平田隆行 平田隆行
観光学部













2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
センター長 堀内秀雄 堀内秀雄 出口寿久 出口寿久 出口寿久 村田和子 村田和子 遠藤　史 遠藤　史
副センター長 松田忠之 松田忠之 松田忠之 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平 床井浩平
村田和子 村田和子
金子泰純 金子泰純
センター教員 村田和子 村田和子 村田和子 村田和子 村田和子 西川一弘 西川一弘 西川一弘 西川一弘
教育学部 寺川剛央 寺川剛央 寺川剛央 永沼理善 永沼理善 久富邦彦 久富邦彦 久富邦彦 久富邦彦
米田頼司 菅　道子 菅　道子 原　通憲 原　通憲 片山聡一郎 山名敏之
経済学部 足立基浩 足立基浩 足立基浩 大泉英次 大泉英次 大泉英次 大西敏夫 中嶋正博 中嶋正博
藤木剛康 佐藤　周 佐藤　周 大西敏夫 大西敏夫 藤田和史 藤田和史 藤田和史 藤田和史
システム工学部 床井浩平 保田一則 保田一則 呉　海元 呉　海元 金子泰純 金子泰純
宮川智子 秋元郁子 秋元郁子 床井浩平







研究・社会連携推進課 森　雅昭 越本泰弘 山田博文
山田博文 山田博文
地域創造支援マネージャー（地域創造支援機構特任教授） 湯崎真梨子 湯崎真梨子 湯崎真梨子 湯崎真梨子
地域創造支援機構（社会連携課） 瀧口美千代 瀧口美千代 杉山哲也 杉山哲也














が生まれ、設置準備室の開設等が進む中で、93 年 12 月、評議会は、西高松団地利用計画検討




























































































市長は彼の退職に難色を示されたが、原事務局長など大学からの懇請により、10 月 1 日から
の採用が実現した。




















































































　2000 年 8 月には、和歌山県及び関西の生涯学習・社会教育に関わる実践者、実務者及び学
内研究者が加わる「和歌山社会教育・生涯学習研究会」が発足し、本センターに事務局を置い
－28－
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・「平成 12 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 1 号」
　　　　発行：2001（平成 13）年 7 月 31 日、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 13 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 2 号」
　　　　発行：2002（平成 14）年 3 月 31 日、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 16 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 3 号」
　　　　発行：2005（平成 17）年 3 月 1 日、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 17 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 4 号」
　　　　発行：2005（平成 17）年 9 月 1 日、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 18 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 5 号」
　　　　発行：2006（平成 18）年 10 月 1 日、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 19 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 6 号」〈10 周年記念号〉
　　　　発行：2008（平成 20）年 3 月、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 20 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 7 号」
　　　　発行：2009（平成 21）年 3 月、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 21 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 8 号」
　　　　発行：2010（平成 22）年 3 月、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 22 年度和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 9 号」
　　　　発行：2011（平成 23）年 3 月、和歌山大学生涯学習教育研究センター
・「平成 23 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 10 号」
　　　　発行：2011（平成 23）年 12 月、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 24 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 11 号」
　　　　発行：2012（平成 24）年 12 月、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 25 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 12 号」
　　　　発行：2013（平成 25）年 12 月 31 日、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 26 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 13 号」
　　　　発行：2014（平成 26）年 12 月 31 日、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 27 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 14 号」
　　　　発行：2015（平成 27）年 12 月 31 日、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 28 年度和歌山大学地域連携・生涯学習センター紀要・年報第 15 号」
　　　　発行：2017（平成 29）年 1 月 31 日、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・「平成 29 年度和歌山大学クロスカル教育機構生涯学習部門年報第 16 号」




・ 村田和子・森下順子『地域の子育て支援力の形成と強化に関する検討』2010 年 12 月、高等
教育機関コンソーシアム和歌山、和歌山大学・地域連携生涯学習センター
・ 村田和子、森下順子、此松昌彦、堀内信宏『公民館によるソーシャル・キャピタルの強化に
関する実証的研究報告書』2012 年 12 月、和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・ 村田和子編『KOKÔ 塾まなびの郷 10 周年史』2012 年 7 月、和歌山大学地域連携・生涯学習
センター





する研究』2014 年 3 月和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・ 山本健慈学長退官記念シンポジウム「日本の高等教育の未来を考える」2016 年 1 月 31 日
和歌山大学地域連携・生涯学習センター
・村田和子編『高校が地域コミュニティの核に』−KOKÔ 塾まなびの郷 15 周年史− 2017 年
7 月
〔地域と大学を繋ぐコーディネーターネットワーク構築事業〕
　西川一弘・後藤千晴ほか編『大学地域連携研究 vol.1（2014 年 2 月）～ vol.5（2018 年 3 月）』






















































講 師 伊藤 浩二 氏(              ) 
■ 定 員：１0０名 




 〒641-0051 和歌山市西高松１丁目７番 20 号
ＴＥＬ ０７３－４２７－４６２３
ＦＡＸ ０７３－４２７－７６１６





























Ｈ13 2001 4 村崎　隆志 高・きのくに青雲高校 花づくり・学校づくり・まちづくり
Ｈ14 2002 5 若野　俊朗 高・耐久高校










Ｈ17 2005 8 米田　眞由美 和・日進中
障害者の自立
～障害者も住みよい社会をめざして～
Ｈ18 2006 9 山下　真二 和・本町小
メディアと市民の上手な付き合い方
～今、なぜメディアリテラシーか～
Ｈ19 2007 10 仲岡　儀員 退職
書とサウンドセラピーを紡ぐつどい
～手書き文字に想いをこめて～
Ｈ20 2008 11 瀬岡　美景 和・和歌山高 幸せって何だろう　−村田早耶香の伝えたいこと−
Ｈ21 2009 12 辻本　敦子 有・糸我小
共に育ちあう地域づくりと”つながり力”
～上富田っ子は地域で育ちあう
Ｈ22 2010 13 佐藤　智子 退職
「からだ」ってなに？
～からだの視点からコミュニケーションを考える～
Ｈ23 2011 14 林下　勝一 高・橋本高
高大地域連携を考える　
～学校に地域の力を貸してください！～
Ｈ24 2012 15 平井　雅人 高・箕島高
現代の若者とどう向き合うべきか　
～異世代の交流への提言～
Ｈ25 2013 16 栗本千香子
発達障害の理解からいじめをなくすために
～青年期に焦点をあてて～
Ｈ26 2014 17 久保田貴子 有・たちばな支援
ないものは自分でつくる。
～地域の生活課題を解決する仕組みづくり～




Ｈ29 2017 19 山本　勝利 長期社会体験研修員 「現代父親考」～父親のこれまでとこれから
－50－
センターが松下会館という市街地に立地する利点を生かして、定点・定時の講座を「土曜講
座」という形式で行われてきた。（※ 1999 年 6 月 5 日～ 2015 年 3 月 5 日まで）。開催は、基本






































2 7 月10日（土） 和歌山発宇宙行き銀河の旅 教育学部助教授富田　晃彦 68
3 8 月7日（土） 環境時代の地域活性化 システム工学部講師神吉　紀世子 59
4 9 月4日（土） 企業間競争の裏舞台 経済学部助教授吉村　典久 50
5 10 月2日（土）〈健康〉の考古学 教育学部講師片淵　美穂子 30
6 11 月6日（土）目を持ったロボット システム工学部助手加藤　浩仁 34
7 12 月4日（土）ハイテク農業最前線 システム工学部助教授内尾　文隆 30
8 1 月8日（土）「東京外国為替市場」ってどこにあるのだろう？ 経済学部助教授松林　洋一 96















3 6 月3日（土） 英国ケンブリッジに住みたい！～英国の住宅事情・住宅政策～
経済学部助教授
足立　基浩 164
4 7 月1日（土）コンゴ民主共和国のライフ・スタイル 経済学部助教授クバニ・ルンビディ 146















10 1 月6日（土）中国における市場か移行の経緯と展望 経済学部助教授金澤　孝彰 107
11 2 月3日（土） 南米の『独裁者』について 教育学部助教授内田　みどり 109






回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月7日（土） 21 世紀の教育を考える 教育学部教授碓井　岑夫 123
2 5 月12日（土）わかやま農業の過去・現在・未来 経済学部助教授橋本　卓爾 108
3 6 月2日（土）デフレ脱却の道を探る～経済史から見た 20 世紀と将来展望～
経済学部助教授
今井　武久 126
4 7 月7日（土）スポーツは 21 世紀の文化だ！ 教育学部教授出原　泰明 109
5 8 月4日（土）メディアは何を伝えたか。そして何を伝えられなかったのか 経済学部助教授鈴木　裕範 103
6 9 月1日（土） 21 世紀の最先端技術～光メカトロニクスの世界～
システム工学部教授
森本　吉春 95
7 10 月6日（土） 誰にでもできる自然と共生する近自然化への対応 システム工学部助教授中島　敦司 89
8 11 月3日（土）わかやまの活断層と地層 教育学部教授久富　邦彦 86




11 2 月2日（土）みどりを生かす街づくり システム工学部助教授山田　宏之 83






回 期日 テーマ 講師等
1 4 月6日（土） 2002 年日本の教育改革を語る 教育実践総合センター教授松浦　善満
2 5 月11日（土） 情報教育で学校が変わる 教育実践総合センター助教授野中　陽一
3 6 月1日（土） 総合学習で学校が変わる 教育学部教授川本　治雄
4 7 月6日（土） 今、生きるためのわざを教える教育を！ システム工学部教授養父　志乃夫
5 8 月3日（土） 住民参加で学校が変わる 教育学部助教授山下　晃一
6 9 月7日（土） 子どもが育ち、大人が育つ教育システムへ～生涯学習社会への展望～
生涯学習教育研究センター教授
山本　健慈
7 10 月5日（土） 文学を通して学ぶ日本人のアイデンティティ 教育学部教授榎本　正純
8 11 月2日（土）「史」の伝統 教育学部教授松村　巧
9 12 月7日（土） 湖水地方のトラヴェル・ライティングと自然保護意識 教育学部助教授今村　隆男
10 1 月11日（土） 黒人文学とアメリカ南部文化 教育学部助教授土井　仁
11 2 月1日（土）マン家の人々 教育学部助教授千田　まや
















4 7 月5日（土） 土地神話の崩壊と都市再生プラン 経済学部教授山田　良治
5 8 月2日（土） “ ないものねだり” から“ あるものさがし ” の地域経済学～地域開発とまちづくりの新たな方法を探る～
経済学部助教授
河音　琢郎
6 9 月6日（土） 少子高齢時代の社会保障を考える 経済学部助教授金川　めぐみ
7 10 月4日（土）なんで動くの・動かすの 教育学部助教授永沼　理善
8 11 月1日（土） 絵画鑑賞の方法を考える 教育学部教授長谷川　哲哉
9 12 月6日（土） 建物を観る～エジプト：日干しレンガが語るもの 地域共同研究センター助教授川崎　昌之
10 1 月10日（土）『鉄道謳歌』を通してみる日本の替え歌文化 教育学部助教授嶋田　由美
11 2 月7日（土） 美しい曲線とデザイン システム工学部助教授原田　利宣






回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月10日（土） 来るべき南海地震にどう備えるか 独立行政法人消防研究所理事長室崎　益輝 98
2 5 月8日（土） 南海トラフ地震が起こったら和歌山にはどんな揺れが襲うのか 京都大学理事　入倉　孝次朗 160
3 6 月5日（土） 和歌山平野のおいたちから地震災害を考える 和歌山大学教育学部教授久富　邦彦 156
4 7 月3日（土） 災害救援とボランティア・NPO ～現状と課題 和歌山大学経済学部教授岩田　誠 97
5 8 月7日（土） 洪水・水害・治水 和歌山大学システム工学部教授宇民　正 118
6 9 月4日（土） 防災先進「和歌山県」になるためには？ 和歌山大学教育学部教授此松　昌彦 100











10 1 月8日（土） 江戸期、きのくにの街道 和歌山大学理事藤本　清二郎 123
11 2 月5日（土） 物語の中の紀州 和歌山大学教育学部助教授佐藤　和正 114






回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月9日（土） 和歌山の防災計画を考える 教育学部助教授此松　昌彦 95
2 5 月7日（土） 波のメカニズムと被害、防災対策 和歌山工業高専助教授小池　信昭 136















6 9 月3日（土） 少子高齢化時代の子育て～子どもたちを群れの中で育てよう～
生涯学習教育研究センター長・教授
山本　健慈 96
7 10 月1日（土） 少子高齢化時代の健康で豊かな生活～豊かな食への変身術～
教育学部教授
赤松　純子 98
8 11 月12日（土） 少子高齢化時代の大学経営 和歌山大学理事小畑　力人 84
9 12 月3日（土） 少子高齢化時代の経営戦略～どんな製品・サービスで『儲け』るか～
経済学部助教授
吉村　典久 87
10 1 月14日（土） 少子高齢化時代の人的資源管理～魅力ある組織をつくる～
経済学部助教授
竹林　明 73
11 2 月4日（土） 少子高齢化時代の社会保障～介護保険、どう変わるか～
経済学部助教授
金川　めぐみ 81












2 5 月6日（土） 気候風土や文化を背景として存在する私たちの衣服～フィンランドでの生活から感じたこと～
教育学部助教授
今村　律子 119

















8 11 月4日（土）もしリンゴがなかったら～重力と時間の話～ 教育学部教授石塚　亙 104
9 12 月2日（土）コンピュータで見る宇宙 システム工学部助教授曽我　真人 92







11 2 月3日（土） 銀河研究の新展開 教育学部助教授富田　晃彦 99











回 期日 テーマ 講師等 受講者
















4 7 月7日（土） 旅行業者のうまい使い方～パッケージツアーの契約～
経済学部観光学科教授
廣岡　祐一 107
5 8 月4日（土） 森林レクリエーションと地域再生 経済学部観光学科准教授大浦　由美 91









































回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月12日（土） 観光のマネジメント～いかに資源を活用するか～
観光学部教授
出口　竜也 76






4 7 月5日（土）サービスとホスピタリティ 観光学部准教授竹田　明弘 86
5 8 月2日（土） 地域活性化のために （財）自治総合センター理事御園　慎一郎 67
6 9 月6日（土） 観光と地域活性化 国土交通省港湾局港湾経済課長若林　陽介 74
7 10 月4日（土） 環境汚染物質の健康リスクを考える～どのように基準値は決められるの？～
京都大学大学院工学研究科教授
内山　巌雄 68
8 11 月1日（土） 不動産とリスク （財）日本不動産研究所顧問山本　忠 64
9 12 月6日（土） 和歌山における水害リスク 国土問題研究会副理事長宇民　正 66





11 2 月7日（土） 震災とまちづくり・むらづくり システム工学部助教平田　隆行 66





　　　　後期「紀伊万葉の世界に学ぶ～ [ 地域 ] に活きる万葉をめざして～
回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月11日（土） 世界天文年 2009～ガリレオから４００年～
観光学部教授
尾久土　正己 135





3 6 月6日（土） 光と風景の惑星科学 観光学部講師中串　孝志 140
4 7 月4日（土）アジアの星伝説 かわべ天文公園研究員古屋　昌美 128
5 8 月8日（土） 電波で見る我々の銀河系 本センター研究支援員佐藤　菜穂子 147








































回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月10日（土） 本読む人々～フィンランドから学ぶ読書文化～
和歌山県教育庁学校教育局長
岸田　正幸 130
2 5 月8日（土） 小説の読者 教育学部教授佐藤　和正 113





4 7 月3日（土） 映画の脚本を読む 教育学部教授永井　邦彦 85
5 8 月7日（土）ふたつの詩 経済学部准教授亀山　幸枝 79
6 9 月4日（土） 本の死に様、人の生き様 教育学部教授天野　雅郎 91
7 10 月2日（土）『共助』で創る福祉の街 経済学部准教授金川　めぐみ 82
8 11 月6日（土） 発達障害の理解 教育学部教授武田　鉄郎 84
9 12 月4日（土） 現代家族を生きる私達 教育学部准教授木村　めぐみ 78
10 1 月8日（土）キャリアと資格・検定 教育学部教授佐藤　史人 70
11 2 月5日（土） 交通まちづくりの時代 経済学部准教授辻本　勝久 88





回 期日 テーマ 講師等
1 4 月9日（土） 食と農の再生を考える～生産者と消費者の顔の見える関係づくり～
経済学部教授
大西　敏夫
2 5 月7日（土）「参加・協働」の森づくり 観光学部准教授大浦　由美








6 9 月3日（土） 栽培して食べる～農業大学～
和歌山大学名誉教授
小林　民憲
7 10 月1日（土） 情報メディアの活用と地域づくり 教育学部准教授豊田　充崇
8 11 月5日（土） 住まいから紐解く　環境・まちづくりのデザイン システム工学部教授本多　友常
9 12 月3日（土） 紀伊半島の景観や集落からみる地域らしさ システム工学部准教授宮川　智子
10 1 月7日（土） 都会に払い続けるから地域は貧乏になる～地域資源を活用した豊かな地域社会～　
システム工学部教授
中島　敦司
11 2 月4日（土） 地域福祉とまちづくり システム工学部教授足立　啓





回 期日 テーマ 講師等
1 4 月7日（土） 災害から命を守る防災教育～学校と地域との協働～ 教育学部教授此松　昌彦
2 5 月12日（土）いま改めて、暮らしと環境のつながりを考える システム工学部講師山本　祐吾
3 6 月2日（土）３.11 が動かした心、行動 観光学部教授加藤　久美
4 7 月7日（土）３.11 以後に見えてきたもの / 隠されていくもの 教育学部准教授内田　みどり
5 8 月4日（土） 震災後の自治体財政の役割を考える 立命館大学経済学部教授河音　琢郎
6 9 月1日（土） 津波と漁村 システム工学部准教授平田　隆行
7 10 月6日（土） 災害と情報通信 システム工学部准教授塚田　晃司
8 11 月10日（土） 津波・洪水と古文書～水軒堤防と西浜地区の江戸時代～ 教育学部教授藤本　清二郎
9 12 月1日（土） 災害救と心のケアを考える 教育学部准教授則定　百合子
10 1 月12日（土）「個」への対応～自治体の試みと課題～ 観光学部准教授澤田　知樹








回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月6日➡5 月25日（土） 人口減少と社会保障財政
経済学部准教授
中島　正博 49
2 5 月11日（土） 人口減少社会における都市計画・まちづくりのあり方 システム工学部講師小川　宏樹 85
3 6 月1日（土） 地域で支える高齢化の生活 教育学部教授村田　順子 102
4 7 月6日（土） 高齢社会を明るくするスポーツのチカラ・可能性～成人・中高年のスポーツを考える～
教育学部講師
彦次　佳 95
5 8 月3日（土） 人口減少社会のものづくり～中小企業の現場から考える～
経済学部准教授
藤田　和史 81





7 10 月5日（土） 人口減少社会と「方言」の可能性　 教育学部准教授澤村　美幸 89
8 11 月2日（土） 現代社会と「障害」～障害児教育や障害者福祉の現状から～
教育学部准教授
古井　克憲 78
9 12 月7日（土） 災害救助ロボット～夢の実現に向けて～
システム工学部助教
徳田　献一 74
10 1 月11日（土） 生活文化資源を活かした交流型まちづくり　 観光学部講師永瀬　節治 66












回 期日 テーマ 講師等 受講者
1 4 月5日（土） 医療保障をとりまく変化～「地域完結」は可能か～
経済学部准教授
金川　めぐみ 100
2 5 月10日（土） 現代日本の若者を支える～ひきこもり支援から見える風景～
保健センター准教授
山本　朗 108
3 6 月7日（土） 医療分野における情報通信技術を用いたコミュニケーション支援
システム工学部教授
吉野　孝 110
4 7 月5日（土） 西洋医学と東洋医学の長所に基づく医療について 保健センター長 / 教授別所　寛人 124














9 12 月6日（土） 人に優しい医療現実を目指す高分子素材のアクチュエータ・センサ
システム工学部助教
菊地　邦友 77





11 2 月7日（土） ” 医 ”と観光の関わりについて 観光学部准教授竹田　明弘 74





回 期日 テーマ 講師等 受講者





2 5 月2日（土）フィールドワークを通した地域連携教育の可能性~ 地域からの学びと魅力 ~
教育学部特任准教授
阿部　英之助 77
3 6 月6日（土） 子どもの学びと育ち~ 乳幼児期からはじまる造形 ~
教育学部准教授
丁子　かおる 71
4 7 月4日（土）「憲法現場」の変化とその評価 経済学部教授森口　佳樹 69





6 9 月5日（土） 子どもの貧困と学校教育（政策）の課題 教育学部准教授越野　章史 73
7 10 月3日（土） 人口減少社会の到来と統計利用 観光学部准教授大井　達雄 70
8 11 月7日（土） 現代社会に浸透する人工知能 和歌山大学学長瀧　寛和 73
9 12 月5日（土） 社会化教育と社会参画 教育学部准教授岩野　清美 56
10 1 月9日（土） 経済学と経済学者 : 経済学の二つの流れ 経済学部准教授阿部　秀二郎 72











に一度（第 2 週の木曜、18 時半～）の交流、研





























務が増大する中で、センター業務を見直しに伴い、2013（平成 25）年 3 月、100 回を節目に終
了することとなった。
i  永沼美和「大学の新しいミッションと大学職員の役割 - センター職員 9 年の経験から」和歌山大学生涯学習教育研究
センター年報 6 号、2008 年 3 月
交流サロン「なまけん会」
2010 年第 66 回交流サロン「なまけん会」
（2010 年 7 月 8 日）
－69－
なまけん会の歩み（2004 年度～ 2013 年度）
和歌山大学地域連携・生涯学習センター
































































































































































































































































































































　社会教育主事講習とは、社会教育法第 9 条の 5 の規程に基づき、社会教育主事となるべき者
にその職務を遂行するに必要な専門的知識・技術を修得させ、社会教育主事となりえる資格を
附与することを目的とするものである。主催は、文部科学省、実施機関は、国立大学（一部）
及び国立社会教育実践センターである。本学では、1998 年 4 月生涯学習教育研究センターの
設置に伴い、かねてより社会教育主事講習の和歌山大学での実施を要望していた和歌山県教育
委員会との協議を重ね、2000（平成 12）年に実施に至った。





















































































































































































CLC のためのユネスコ世界会議 in 岡山のプレ会議において、2013 年 10 月 23 日、加藤とも子氏、
楠富晴氏よって、次のとおり発表され、世界的に稀有な事例として注目された。
図 2
KOKÔ 塾 10 周年記念ジョイントフォーラム（2012 年 3 月）
－116－



































































































































i  足立基弘「ポスト肩書世代の挑戦と街づくり」、和歌山大学生涯学習教育研究センター年報第 6 号、和歌山大学生涯
学習教育研究センター発行、2008 年 3 月
   金川めぐみ「地域福祉の理論と実践をつなぐ生涯学習装置としてのマナビィスト支援セミナー」、和歌山大学生涯学
習教育研究センター　年報第 9 号、和歌山大学生涯学習教育研究センター発行、2011 年 3 月ほか
ii  張テイテイ「大学の地域貢献の再検討−生涯学習系センターによるコミュニティ・エンパワメントの形成に着目し
て -」和歌山大学クロスカル教育機構生涯学習部門　年報第 16 号




年 度 平成１２年度 平成１３年度
















担当講師 山本健慈 堀内秀雄 松本勝正 堀内秀雄 足立基治 山﨑由可里
定 員 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名 ２０名
期 間 ６月～２月 ６月～２月













年 度 平成１４年度 平成15年度










福祉のまちづくり 「住み続けたいまち」探求 子育て・教育 「住み続けたいまち」探求
まちづくりと子育て・
教育
担当講師 堀内秀雄 足立基浩 山下晃一 足立基浩 山下晃一
定 員 ２０名 ２０名 ２０名 １５名 １５名
期 間 ６月～２月 ７月～２月

































定 員 紀北：１５名　紀南：１５名 紀北：１５名　紀南：１５名
期 間 ９月～２月 ９月～２月







紀 南：地 域 経 済 研 究 班  まちづくり班  ＩＴ研 究 紀南：観光と雇用個別テーマ


















定 員 紀北：１５名　紀南：１５名 紀北：１５名　紀南：１５名
期 間 ９月～２月 ９月～３月






























定 員 紀北：１５名　紀南：２０名 紀北：２１名　紀南：１４名
期 間 ６月～３月 ６月～３月































定 員 紀北１４名　紀南１４名 紀北１４名　紀南１３名
期 間 ６月～３月 ８月～２月































定 員 紀北：１７名　紀南：１８名 紀北：１５名　紀南：１５名
期 間 ７月～３月 ７月～３月


























定 員 紀北：１８名　紀南：２０名 紀南：２５名
期 間 ７月～３月 ７月～２月















































定 員 紀北：１０名　紀南：１５名 紀北：１５名　紀南：１５名
期 間 １２月～３月 紀北：１０月～３月　紀南：８月～２月



































回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
1 2012年 和歌山大学　地域連携･生涯学習センター 51　大学・機関 100人
基調講演
文部科学省高等教育局大学振興課長 池田 貴城 大学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～
和歌山大学長 山本 健慈 地域発展の責任主体の一翼を担う大学へ
先駆的事例発表
岩手県立大学総合政策学部長











和歌山大学地域連携・生涯学習センター長 出口 寿久 ネットワークの今後の進め方について提案
ワークショップ 大学の地域連携戦略／コーディネーターの専門力開発プラン
回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
2 2013年 和歌山大学　南紀熊野サテライト 30　大学・機関 51人
先駆的事例発表
兵庫県立大学 環境人間学部エコ・ヒューマン
地域連携センター センター長代理（専任講師） 内平 隆之 学生を通じた地域連携とコーディネート
高知大学 国際・地域連携センター
















回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
3 2014年 和歌山大学　岸和田サテライト 27　大学・機関 55人
先駆的事例発表
長野大学 前地域連携センター主幹 千住 義明 私立大学地域貢献度ランキング日本一を支えるCDの役割とその力
金沢大学 里山里海プロジェクト 特任助教 伊藤 浩二 地域再生を担う人材養成に果たす大学CDの役割
和歌山大学岸和田サテライト地域連携コーディネーター 西田 喜一 大都市圏郊外自治体との連携とCDの役割
神谷 千春
分科会セッション 先駆的事例発表の掘り下げ地域連携コーディネーターの役割と専門性
回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
4 2015年 長野大学 28　大学・機関 49人
基調提起
長野大学地域連携センター長
環境ツーリズム学部教授 古田 睦美 民が建てた大学の使命～長野大学の地域連携～







回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
5 2016年 尚絅学院大学 17　大学・機関 37人
事例報告
尚絅学院大学 前連携交流課長 庄司 則雄
鼎談
尚絅学院大学大学長 合田 隆史 地域の危機に何ができるのか
国立大学協会専務理事 山本 健慈
ワークショップ 地域の課題を確認・共有する地域の課題に対する立ち向かい方・解決策を立案する
回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
6 2017年 福岡大学 31　大学・機関 44人
パネルディスカッション
法政大学 多摩地域交流センター コーディネーター 本野 直子
コーディネーターのキャリア形成










回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
7 2018年 高知大学 31　大学・機関 43人
事例報告
高知大学 地域連携推進センター 准教授 吉用 武史 地域との連携における考え方～高知大学COC事業、地域コーディネーター（UBC）の経験から～





回数 開催年 開催校 参加校数 参加者数
8 2019年 高崎商科大学 39　大学・機関 52人
基調講演
国立大学協会専務理事 山本 健慈 大学と地域～大変革期の地域連携論～
事例報告
高崎商科大学地域連携センター
地域連携コーディネーター 川又 彩夏 高崎商科大学の地域連携の取り組みと次世代への継承
パネルディスカッション


































生涯学習部門年報第 16 号、2018 年 3 月、p7 ～ p14
舩越　勝「学童保育指導員の成長と研修体型の構築 - 子ども理解の力や実践構想力のさらなる発達のために -」























































１ 2014 年以前 韓国公州大学、忠清南道教育庁関係者との断続的な交流、社会教育に関する自治体視察等あり




３ 2014 年 6 月 東アジア生涯学習グローバルフォーラム村田教員招聘講演（主催:忠清南道教育庁）
４ 2014 年 8 月 日韓生涯学習フォーラム（主催：和歌山大学地域連携・生涯学習センター）韓国から研究者３名、自治体平生教育士等 17 名が来和
５ 2015 年 2 月 15 日 公州大学師範大学校と本学地域連携・生涯学習センター部局間学術交流協定締結




７ 2016 年 9 月 本学教育学部生本多智良さん（3 回生）、公州大学に短期留学
８ 2016 年 11 月 東アジア生涯学習グローバルフォーラム村田招聘講演（主催 : 忠清南道教育庁）
９ 2017 年11 月 24 日～ 28 日
社会教育・平生学習日韓学術交流集会参加（ソウル大）及び大学の平生教育院（生
涯学習センター）に関する現地（公州大学）科研費調査　村田教員
10 2017 年12 月 12 日～ 14 日
忠清南道教育庁和歌山視察　平生教育振興院長ほか 2 名来和、村田教員、西川
教員アテンド










































































平成 8 年 3 月）及び「和歌山県地域経済研究機構」（本学経済学部、和歌山経済研究所、和歌









































































































　平成 5 年 12 月、評議会のもとに設置された和歌山大学西高松団地利用計画検討委員会は、



























































































































































































































生涯学習審議会答申（平成 8 年 4 月）の課題等と本学の現況 
 
１ 社会人の受け入れの促進 























Ｈ6 年度 １６名 
7 年度 ２１名 
 8 年度 １７名 
 9 年度 ２０名 
・教育学部発達障害教員養成課程（現教職員及び社会人
を対象）（9 年度より特殊教育特別専攻科に改組） 
Ｈ6 年度 ２１名 
7 年度 １７名 
 8 年度 ３２名 
 9 年度 １３名 
・経済学部での社会人の受入れ（研究科を含む。） 
Ｈ6 年度 ２３名 
7 年度 １６名 
 8 年度  ２名 
















Ｈ6 年度 ２２名（１３） 
7 年度 ２１名（１５） 
 8 年度 ２９名（１７） 



















生涯学習審議会答申（平成 8 年 4 月）の課題等と本学の現況 
 
１ 社会人の受け入れの促進 























Ｈ6 年度 １６名 
7 年度 ２１名 
 8 年度 １７名 
 9 年度 ２０名 
・教育学部発達障害教員養成課程（現教職員及び社会人
を対象）（9 年度より特殊教育特別専攻科に改組） 
Ｈ6 年度 ２１名 
7 年度 １７名 
 8 年度 ３２名 
 9 年度 １３名 
・経済学部での社会人の受入れ（研究科を含む。） 
Ｈ6 年度 ２３名 
7 年度 １６名 
 8 年度  ２名 
















Ｈ6 年度 ２２名（１３） 
7 年度 ２１名（１５） 
 8 年度 ２９名（１７） 






























Ｈ6 年度 ２名 Ｈ２年度 １名 
7 年度 ３名  ３年度 １名 
 8 年度 １名  ４年度 １名 




   他大学との連携 




















定員１０名 Ｈ７年度 ８名 




     実績  Ｈ９—— 和歌山←→大経大 









































  委員会設置 










  全学センター 
   調査研究、事業企画・運営、情報収集 
   ・提供、他との連携 
討予定（本センターの運営組織に移行） 













































年 度 人数 内  訳 
Ｈ６年度 １名 教育１ 
 ７年度 ３名 経済 2、システム１ 
 ８年度 ７名 教育２、経済 1、システム
4 
９年度 ８名 教育 1、経済 1、システム 6 
・未着手 
・実績 
  Ｈ６—１２，５２２千円 
   ７—１７，２８７千円 



















  ７年度—延べ５７３名 










  全学センター 
   調査研究、事業企画・運営、情報収集 
   ・提供、他との連携 
討予定（本センターの運営組織に移行） 













































年 度 人数 内  訳 
Ｈ６年度 １名 教育１ 
 ７年度 ３名 経済 2、システム１ 
 ８年度 ７名 教育２、経済 1、システム
4 
９年度 ８名 教育 1、経済 1、システム 6 
・未着手 
・実績 
  Ｈ６—１２，５２２千円 
   ７—１７，２８７千円 



















  ７年度—延べ５７３名 












ことばの世界 教育学部 ４０人 
２５０ 
  人 
新宮市との連携 
歴史に学ぶ 教育学部 ４０人 新宮市との連携 
激動期の日本経済 経済学部 １３０人   






親子で楽しむパソコン教室 教育学部 ２０人 
２６０ 
  人 
  
欧米のことばと文化Ⅰ 教育学部 ４０人 新宮市との連携 
子供と共に学ぶ（パソコン活用授業入門） 教育学部 ２０人   
新しい時代の企業会計 経済学部 １００人   
欧米のことばと文化Ⅱ 教育学部 ４０人 新宮市との連携 






教師のためのインターネット入門 教育学部 ２０人 
２５０ 
  人 
  
日本の金融システムを考える 経済学部 １００人 附属小で実施 
和歌山の歴史と文化 教育学部 ４０人 新宮市との連携 
子供・教師・親たちの SOSからの出発 教育学部 ５０人 粉河町との連携 






子供・親・教師の SOSから未来をひらく 教育学部 ４５人 
２６０ 
  人 
貴志川町との連携 
生きがい講座 教育学部 ４５人 上富田町との連携 
教室でインターネットを活用しよう 教育学部 ２５人   
子供・青年の成長を地域で支える 教育学部 ４５人 田辺市との連携 





  （目的）女性を対象に、生涯学習の促進と、職場または地域におけるリーダー的人材を養成すること 
年度 人数 内容等 
平成６年度 ６６人 外国から見た万葉、数学の素材等 
平成７年度 １１７人 紀州と吉宗、地域の言葉等 



































 年 度 人 数      内   容   等 
平成６年度 ４２名 生涯学習施策の動向、生涯学習とは、教育事業の立案実践等 
平成７年度 ４９名 生涯学習施策の動向、生涯学習まちづくり論、福祉問題と生涯学習等 


































 年 度 人 数      内   容   等 
平成６年度 ４２名 生涯学習施策の動向、生涯学習とは、教育事業の立案実践等 
平成７年度 ４９名 生涯学習施策の動向、生涯学習まちづくり論、福祉問題と生涯学習等 





項   目     講    師     名 
特   講 
８月２２日 
生涯学習施策の動向と地方自治体への期待 文部省生涯学習振興課 
   生涯学習企画官 岡 本   薫 
講 義 ① 
８月２２日 
生涯学習の「むら」づくり計画論 鳥取県東伯郡ＪＡとうはく農地開発課長 
           西 門   隆 
講 義 ② 
８月２３日 
生涯学習とは何か 川村学園女子大学教授 
           元 木   健 
講 義 ③ 
 
活力ある「まちづくり」実践論 南部町町長 
           山 崎 繁 雄 
講 義 ④ 
８月２４日 
生涯学習計画のつくり方の基本方法 和歌山大学助教授 
           山 本 健 慈 
講 義 ⑤ 
８月２４日 
人々の生きがいづくり 滋賀県伊香郡高月町役場建設課長 
           平 井 茂 彦 
講 義 ⑥ 
８月２５日 
生涯学習時代の青少年教育 
    ＝学校週５日制の拡大を視野にいれて＝ 
広島大学助教授 
           土 井 利 樹 
講 義 ⑦ 
８月２５日 
青少年の生涯学習＝子育てネットワーク＝ 貝塚市中央公民館 主事 
           村 田 和 子 
講 義 ⑧ 
８月２６日 
２１世紀の生涯学習ビジョンと課題 愛媛大学助教授 
           讃 岐 幸 治 
講 義 ⑨ 
８月２６日 
社会の進展への対応と課題（研修のまとめ） 和歌山大学助教授 












   社会教育主事  西 田 好 宏 
 
【研修内容‐２】 
実   技 
８月２３日  
生涯スポーツにトライ 
  （ニュー・スポーツの紹介） 
日本レクリエーション協会 









項   目     講     師     名 
開講講演 
８月２１日 
生涯学習とは何か ―本事業の問題にふれて ― 和歌山大学教授 




           笹 井 宏 益 





           高 橋 正 人 
講 義 ② 
８月２２日 
高齢化・少子化時代の自治体・住民の課題と期待 
    ― 国の政策動向と自治体の対応 ― 
和歌山県民生部高齢社会政策課長 
           堀 江   裕 
講 義 ③ 
８月２２日 
実践論 福祉問題と生涯学習 
     ― 地域の福祉・文化・教育 ― 
岸和田市保健福祉部高齢者福祉課主幹 
           堀 内 秀 雄 
セミナー① 
８月２２日 
福祉のまちづくりと生涯学習 南部町住民課課長補佐   汐崎 啓治 




   ― 和歌山・災害・マスメディア ― 
和歌山放送編成局次長 








           平 沢   茂 
講 義 ④ 
８月２４日 
芸術のあるまちづくり 
    ―  生涯学習まちづくり論 ― 
北海道女満別町社会教育課長 




    ―  活力あるまちづくりのために ― 
南部町長       山 崎 繁 雄 
愛媛大学教授     岩 崎 幸 治 
セミナー② 
８月２４日 
文化のまちづくりと地域の社会教育・生涯学習 粉河町社会教育主事  野 口 和 彦 










   「ニュー・メディアにトライ」 
文化情報課社会教育主事 




   「ミニ・コンサート」 
和歌山大学 









   ― 生涯学習まちづくり論 ― 
いきいき紀州村塾長 




           徳 増 有 治 
講 義 ① 
８月２６日 
生涯学習とは何か 
― 本事業の課題にふれて ― 
和歌山大学教授 




    ― 岩手県三陸町まるごと博物館 ― 
岩手県三陸町前教育長 




     ― 生涯学習まちづくりの動向 ― 
九州女子大学教授 




     ― 生涯学習モデル市町村の動向 ― 
和歌山大学教授    山 本 健 慈 
 かつらぎ町、有田市、印南町、熊野川町 
講 義 ② 
８月２８日 
子育て支援と生涯学習 和歌山県児童家庭課長 
           宇治田 分 彦 
講 義 ③ 
８月２８日 
身近な環境と自然保護について 和歌山県立自然博物館長 




  マルチメディアで学び革命 
横浜建築研究所教育システム部長 
           鈴 木 敏 恵 
講 義 ④ 
８月２９日 
生涯学習・地域・大学 
     ― 放送大学 ― 
和歌山大学庶務課長 
           萩 原   均 
講 義 ⑤ 
８月２９日 
地域 ― 行政・住民・大学 ― 和歌山大学教授 
           日 下 正 基 
セミナー② 
８月２９日 










   「インターネットにチャレンジ」 
文化情報社会教育主事 




   「ミニ・コンサートの誘い」 
和歌山大学助教授 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 別 紙 ５ ） 
      和歌山大学生涯学習教育研究センター専任教員等の分担について 
注）県負担協力教員は、県から派遣される研修生である。 
凡例：◎：責任者として、研究分野乃至事業を中心的に担当する者 
   ○：責任者の監督の下、研究分野乃至事業を中心的に担当する者 





































  ――――――――――――――――――――― 
① 基礎研究分野 
◎   
   共同研究など学内 
他教員又は学外研 
究者の参加・支援 
 ◎ ◎ 
   
   ② 地域研究応用分野 
イ 生涯学習に係る現代的課題に関する研究 






   
 

















   ――――――――――――――――――――― 
①行政機関との連携 
   ――――――――――――――――――――― 
②高等教育機関との連携 
   ――――――――――――――――――――― 
③産業界との連携 
   ――――――――――――――――――――― 
④各種生涯学習関連団体等との連携 
◎ 
















 ○ △ 
 △ ○ 
 ○ △ 
 △ ○ 
( 別 紙 ６ ) 
     和歌山大学学習教育研究センターの設置による生涯学習事業の充実（案） 
   現 状 の 事 業 等 
1 社会人の受入れ 
・ 社会人特別選抜 
 ・ 夜間主コース 



















 ・ 教育学部総合科学課程 
  生涯教育コースの設定 
 
センターの設置により実施する事業等   備 考 
1 社会人の受入れの拡充 
 ・ 各種制度の拡充 
 ・ 各種制度の情報提供・相談 
 
2 公開講座等の実施 












 ・ 図書館の開放 




 ・ 生涯学習の目的・理念に関する調査 
 研究 
 ・ 生涯学習に関する資料・情報の収集 
   分析と提供 
 ・ 大学の役割の調査研究 
 ・ 生涯学習ニーズの調査研究 
 ・ 教員の生涯学習に係る業績評価の在 
  り方の研究 
 ・ 通信メディア活用の開発 


































( 別 紙 ６ ) 
     和歌山大学学習教育研究センターの設置による生涯学習事業の充実（案） 
   現 状 の 事 業 等 
1 社会人の受入れ 
・ 社会人特別選抜 
 ・ 夜間主コース 



















 ・ 教育学部総合科学課程 
  生涯教育コースの設定 
 
センターの設置により実施する事業等   備 考 
1 社会人の受入れの拡充 
 ・ 各種制度の拡充 
 ・ 各種制度の情報提供・相談 
 
2 公開講座等の実施 












 ・ 図書館の開放 




 ・ 生涯学習の目的・理念に関する調査 
 研究 
 ・ 生涯学習に関する資料・情報の収集 
   分析と提供 
 ・ 大学の役割の調査研究 
 ・ 生涯学習ニーズの調査研究 
 ・ 教員の生涯学習に係る業績評価の在 
  り方の研究 
 ・ 通信メディア活用の開発 











































 ・ 研究会，研修会の開催 




 ・ 生涯学習指導者の研修 
 ・ 大学院・大学の生涯学習に関する教 




























 ・ 紀州経済史文化史研究 
  所で一部実施 









H19.4.1～H20.3.31 山本　健慈 　〃　H20.4.1 教育学部教授
H20.4.1～H21.3.31 堀内　秀雄 　〃
H21.4.1～H21.7.31 堀内　秀雄 　〃　H21.8.1 理事就任
H21.8.1～H22.3.30 堀内　秀雄 　〃　事務取扱（職務命令）、（理事）　　  H22.3.31 辞任
H22.4.1～H22.6.30 出口　寿久 　〃　H22.7.1 併任終了
H22.7.1～H23.3.31 出口　寿久 地域連携・生涯学習センター






















H29.4.1～H30.6.30 村田　和子 クロスカル教育機構（生涯学習部門） ※学長発令ではなくなった
H29.4.1～H30.6.30 金子　泰純 同上 　同上
H29.4.1～H30.6.30 床井　浩平 同上 　同上
教員
生涯 着任 昇任等 生涯 離任
年月日 職位 年月日 職位 年月日
山本　健慈 H12.4.1 教授 − − H20.3.31
堀内　秀雄 H12.4.1 助教授 H18.10.1 教授 H21.7.31
出口　寿久 H22.4.1 教授 − − H24.12.31
村田　和子 H20.4.1 准教授 H25.4.1 教授 − ※ H30.7.1 ～　地域活性化総合センターに




課長 課長補佐 係長 係員等 事務補佐員 研究支援員 特任職員
H12.4.1 庶務課長 室溪　浩 − 中井　達夫 生涯学習教育研究センター事務係長 濃中　美宏 H12.4.1 − 出口　美和
H13.4.1 総務課長 ↓ − ↓ 生涯学習教育研究センター係長 口井　英明 H13.4.1 駿河　克宏 ↓
H14.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ ↓ H14.4.1 ↓ ↓
H15.4.1 ↓ 宮地　弘 交流室長 大谷　邦夫 ↓ 木下　博 H15.4.1 ↓ ↓
H16.4.1 企画総務課長 ↓ 研究・社会連携推進室長 中北　幸一 ↓ ↓ H16.4.1 嶋﨑　徹 ↓
H17.4.1 ↓ 吉田　元重 ↓ ↓ ↓ ↓ H17.4.1 ↓ ↓
H18.4.1 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ H18.4.1 ↓ 永沼　美和 佐藤　奈穂子
H19.4.1 研究・社会連携推進課長 森　雅昭 − 中筋　章夫 ↓ （併）中筋　章夫 H19.4.1 中井　邦昭 ↓ ↓
H20.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ （欠員） H20.4.1 ↓ 永沼　美和
H20.7.1 ↓ ↓ − 山田　博文 ↓ （欠員） H20.7.1 ↓ ↓
H20.10.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ 中井　邦昭 H20.10.1 永沼　美和
H21.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ （欠員） H21.4.1 ↓
H21.10.1 ↓ ↓ 生涯学習センター事務長 ↓ ↓ （欠員） H21.10.1 ↓
H22.1.1 ↓ （越本　泰弘） ↓ 𦚰田　淳一 ↓ （欠員） H22.1.1 ↓
H22.4.1 ↓ 山田　博文 − ↓ ↓ （欠員） H22.4.1 ↓ 松尾　寛 小野田　智子
H22.7.1 地域創造支援機構事務長 ↓ 事務長補佐 ↓
地域連携・
生涯学習センター係長 H22.7.1 松尾　寛 小野田　智子
H23.4.1 ↓ 瀧口　美千代 ↓ 森中　崇文 ↓ 松尾　寛 H23.4.1 小野田　智子 後藤　千晴
H24.4.1 社会連携課長 ↓ 生涯学習係長 ↓ H24.4.1 ↓ ↓
H24.7.1 ↓ ↓ ↓ ↓ H24.7.1 河合　敏博 ↓
H25.1.1 ↓ 門脇　弘和 ↓ ↓ H25.1.1 ↓ ↓
H25.4.1 ↓ ↓ − 杉山　哲也 ↓ ↓ H25.4.1 ↓ ↓
H26.4.1 ↓ 神山　展任 − ↓ ↓ ↓ H26.4.1 ↓
H27.4.1 総務課長 池下　和美 地域連携室長 西川　博紀 ↓ ↓ H27.4.1 ↓
H28.4.1 総務課地域連携室長 山畑　一男 − ↓ ↓ （併）西川　博紀 H28.4.1 後藤　千晴
H28.10.1 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ H28.10.1 後藤　千晴
H29.4.1 学務課長 堀内　伸也 ↓ 森本　充昭 H29.4.1 ↓
H30.4.1 ↓ ↓ ↓ ↓ H30.4.1
H30.7.1 研究・社会連携課長 千葉　清行 − 髙橋　正美 生涯学習・リカレント教育係長 ↓ H30.7.1
H31.4.1 ↓ 森中　崇文 − 小田　明広 ↓ （併）小田　明広 H31.4.1
－171－
課長 課長補佐 係長 係員等 事務補佐員 研究支援員 特任職員
H12.4.1 庶務課長 室溪　浩 − 中井　達夫 生涯学習教育研究センター事務係長 濃中　美宏 H12.4.1 − 出口　美和
H13.4.1 総務課長 ↓ − ↓ 生涯学習教育研究センター係長 口井　英明 H13.4.1 駿河　克宏 ↓
H14.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ ↓ H14.4.1 ↓ ↓
H15.4.1 ↓ 宮地　弘 交流室長 大谷　邦夫 ↓ 木下　博 H15.4.1 ↓ ↓
H16.4.1 企画総務課長 ↓ 研究・社会連携推進室長 中北　幸一 ↓ ↓ H16.4.1 嶋﨑　徹 ↓
H17.4.1 ↓ 吉田　元重 ↓ ↓ ↓ ↓ H17.4.1 ↓ ↓
H18.4.1 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ H18.4.1 ↓ 永沼　美和 佐藤　奈穂子
H19.4.1 研究・社会連携推進課長 森　雅昭 − 中筋　章夫 ↓ （併）中筋　章夫 H19.4.1 中井　邦昭 ↓ ↓
H20.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ （欠員） H20.4.1 ↓ 永沼　美和
H20.7.1 ↓ ↓ − 山田　博文 ↓ （欠員） H20.7.1 ↓ ↓
H20.10.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ 中井　邦昭 H20.10.1 永沼　美和
H21.4.1 ↓ ↓ − ↓ ↓ （欠員） H21.4.1 ↓
H21.10.1 ↓ ↓ 生涯学習センター事務長 ↓ ↓ （欠員） H21.10.1 ↓
H22.1.1 ↓ （越本　泰弘） ↓ 𦚰田　淳一 ↓ （欠員） H22.1.1 ↓
H22.4.1 ↓ 山田　博文 − ↓ ↓ （欠員） H22.4.1 ↓ 松尾　寛 小野田　智子
H22.7.1 地域創造支援機構事務長 ↓ 事務長補佐 ↓
地域連携・
生涯学習センター係長 H22.7.1 松尾　寛 小野田　智子
H23.4.1 ↓ 瀧口　美千代 ↓ 森中　崇文 ↓ 松尾　寛 H23.4.1 小野田　智子 後藤　千晴
H24.4.1 社会連携課長 ↓ 生涯学習係長 ↓ H24.4.1 ↓ ↓
H24.7.1 ↓ ↓ ↓ ↓ H24.7.1 河合　敏博 ↓
H25.1.1 ↓ 門脇　弘和 ↓ ↓ H25.1.1 ↓ ↓
H25.4.1 ↓ ↓ − 杉山　哲也 ↓ ↓ H25.4.1 ↓ ↓
H26.4.1 ↓ 神山　展任 − ↓ ↓ ↓ H26.4.1 ↓
H27.4.1 総務課長 池下　和美 地域連携室長 西川　博紀 ↓ ↓ H27.4.1 ↓
H28.4.1 総務課地域連携室長 山畑　一男 − ↓ ↓ （併）西川　博紀 H28.4.1 後藤　千晴
H28.10.1 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ H28.10.1 後藤　千晴
H29.4.1 学務課長 堀内　伸也 ↓ 森本　充昭 H29.4.1 ↓
H30.4.1 ↓ ↓ ↓ ↓ H30.4.1
H30.7.1 研究・社会連携課長 千葉　清行 − 髙橋　正美 生涯学習・リカレント教育係長 ↓ H30.7.1
H31.4.1 ↓ 森中　崇文 − 小田　明広 ↓ （併）小田　明広 H31.4.1
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事業一覧年表
生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修































































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修































































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



















































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



















































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修


























































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修


























































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修













































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修













































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修

















































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修

















































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修


























































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修


























































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修







• 和歌山県 NPO 協働推進課長　
幸前裕之
















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修







• 和歌山県 NPO 協働推進課長　
幸前裕之
















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修















• 紀南第 1 回マナビィスト支援セミ
ナー修了者　田辺商工会議所　
田ノ岡比呂志





































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修















• 紀南第 1 回マナビィスト支援セミ
ナー修了者　田辺商工会議所　
田ノ岡比呂志





































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修



















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修
































































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修
































































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修















































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修




























































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修




























































































































































生涯学習フォーラム（セミナー） 公開講座 研修員＜ＯＢ・ＯＧ企画＞ 土曜講座 まちかど土曜楽交 ワダイノカフェ 子育て支援員研修
























































































































































• 経 済 学 部 客 員 教 授　
鈴木裕範
• システム工 学 部 講 師　
川角典弘
• システム工 学 部 教 授　
吉野孝
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• 株式会社 BEE 代表
  久保田善文
ワダイノカフェ • 経済学部准教授　
  金川めぐみ
• 経済学部教授　
  米澤好史
• 和歌山信愛女子短期大
学准教授　森下順子
• 相愛大学名誉教授
  桑原義登
• 地域連携・生涯学習セ
ンター教授　村田和子
• 教育学部教授　
  衣斐哲臣
• 教育学部教授　
  舩越勝　米澤好史
• 教育学部准教授　
  二宮衆一
• 一般社団法人日本学童
保育士協会　
  舘優子　大塚謙治
• 地域連携・生涯学習セ
ンター教授　村田和子
• 社会福祉法人アトム共
同福祉会　市原悟子
• 和歌山信愛女子短期大
学准教授　森下順子
• 学校法人大谷学園大
谷幼稚園園長　
  岡佐智子
• 和歌山つくし医療・福祉
センター小児科医師
  井上美保子
•日本赤十字和歌山医療
センター小児科医師
  池田由香
• 経済学部准教授　
  金川めぐみ
• 和歌山県立医科大学
保健看護部特任教授　
  山田知子
• 和歌山県立医科大学
保健看護部准教授　
  前馬理恵
• 貝塚市主任児童委員　
梅原直子
基本研修
専門研修
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No.29
生涯学習教育研究センターの
　　　　　　　　未来に栄光あれ
　本年９月２１日（日）和歌山大学生涯学習
教育研究センターの創立１０周年記念フォー
ラムに参加して感激した記憶も消えない内
に、生涯学習ニュースへの投稿をというお
話。先輩である山本前センター長には従順
な私は喜んでお引き受けしました。
　高等教育局、生涯学習政策局の両局を経
験し、生涯学習教育研究センターについても
見聞する機会がありました。
　和歌山大学の生涯学習教育研究センター
ほど学内において重要な役割を果たしてい
るところは初めてでした。歴代センター長が
学内・学外において様々な人間関係を築き
主要な役割を果たしておられることが大き
いことはもちろんですが、さらに、センターと
いう組織として大きな役割を担っておられる
ことにたいへん感動したのです。
　自治体で中心的な役割を果たしておられ
た人材をセンターに引き抜いてきて、主要な
ポストに就けつつ地域との密接なつながり
を形成し、同時に学内の職員の啓発、研修と
いった大学運営の下支え、さらに大学の運
営、政策形成そのものに関しても様々な役割
を演じてきておられます。であるからこそ、休
日のフォーラムに学長も出席され、またそれ
ゆえにセンターにも複数の専任配置が認め
られているわけなのでしょう。
　和歌山大学が総合大学として歩み出され
ている力の源泉の一つを垣間見た気もしま
した。
　今後とも本センターが和歌山大学の牽引
力となって、大学共々ますます発展していか
れんことを期待しております。
文部科学省大臣官房審議官
（高等教育担当）
　久　保　公　人
2
生涯学習ニュース2008年12月発行 第29号
3
生涯学習ニュース第29号 2008年12月発行
センター設立10周年記念事業を終え、改めてこの10年学
内外の方々にお世話になってきたことを実感し深い感謝の念
を抱いています。この10年の地方国立大学は激動の時代で
あり、存在価値を問われる時期でした。センターがチャレン
ジした＜地域と大学＞＜生涯学習と大学＞というテーマは、
この時期の焦点的課題でありました。センターの到達は、設
立記念フォーラムに寄せられた生涯学習界の第一線の方々の
メッセージにみられるように、日本における大学の最前線の
ものであるという評価をしていただいています。
センターの到達は、この10年本学の学長・理事者が、激
動のなかで浮足立たず見識ある経営を行ってきたからであ
り、本学教職員および地域の関係者の日常的なご支援があっ
たからであると思います。この蓄積・経験が、和歌山大学の
未来に生かされることを願っています。
1．生涯学習教育研究センター設立10周年記念フォーラム
これまでの10年間をふりかえって
「地域生涯学習の展開と大学の役割」
～センター設立10周年を祝して寄せられたメッセージ（抜粋）～
本センターは、平成10年４月に設立以来、文部科学省・国公立大学をはじめ、行政・地方自治体・NPO等多くの方に支えら
れ、これまで多彩な事業を展開してきました。このたび、センター設立10周年を祝し、センターをご支援いただいた方から、沢
山のメッセージを頂戴しましたので、ここで一部を紹介させていただきます。
和歌山大学副学長・学長特別補佐
（前生涯学習教育研究センター長）
山　本　健　慈
地域には　無数の課題があり
地域はそれを解決する　ほんまもんの学習を求めている
そのニーズに　大学の生涯学習部門が　いかに応えうるのか
いつも問い直し、耕し続けた10年でした。
幕を開けた新しい世紀　世界は混沌と危機の渦の中
日本は　構造改革・格差社会　と生きづらい時代
地域は　市町村合併・少子高齢化・経済疲弊　に喘いでいる
人づくりを担うべき生涯学習行政は　衰弱しつつある
大学もまた　競争的環境と再編の風に　さらされている
されど　地方国立大学には貧しくとも　知的資源の宝庫でも
ある教育・研究・地域連携　
問われているのは　その質とベクトルだ
生涯学習教育研究センターは　その価値を受発信する　大学
の最前線！
心のこもった　学内外のメッセージに励まされ
地域・自治体をはじめ　よき人々に教えられ
ゆるぎないミッションと　しなやかなネットワークで
地域に支えられ　地域を支える　大学をめざしたい
生涯学習は　持続発展可能な世界を創る　キーワード
大学の生涯学習化　生涯学習の大学化を　
もやいなおす拠点として
「まちの中の大学」から　教職協働のハーモニーで
初心に返り　10年の歩みから新たな10年へ　たゆまぬ挑戦を
続けます。
10年の歩みから、新しい10年へ！
～和歌山大学生涯学習
　　教育研究センターがめざす道～
和歌山大学生涯学習教育研究センター長
堀　内　秀　雄
９月２１日（日）開催した生涯学習教育研究センター設立１０周年記念フォーラムでは、“センター１０年の歩み”のＤＶＤの上
映からはじまり、基調講演として文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）久保公人氏を招き、「今後の大学と生涯学習の
への期待」をテーマに示唆に富んだ講演が行われました。
また実践報告として当センター長　堀内秀雄より「大学による生涯学習～和歌
山大学１０年の歩みから」、北海道大学高等教育機能開発センター生涯学習部教
授木村純氏から「地域生涯学習への高等教育機関の貢献～北海道大学からの提
言」が発表されました。
その後、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官笹井宏益氏と当
センター准教授村田和子をコーディネーターとして、「地域生涯学習の展開と大
学の役割」をテーマに、お茶の水女子大学大学院教授三輪建二氏、学校と地域の
融合教育研究会副会長岸裕司氏をコメンテーターとして意見交換を行い、研究
者、学生、地域住民の間で活発な議論が展開されました。
はっきり言わせてもらうと実は、
大学と生涯学習とは最も相性が悪
い。生涯学習の理念から一番懸け
離れているのが日本の大学なのである。されど、和歌山
大学生涯学習教育研究センターとは、何度かご一緒に
仕事をさせてもらい、共闘できるとの手応えを感じた。
和歌山大学の未来は、このセンターがどうなっていくか
にかかっているのではないだろうか。
●寺脇　　研さん
（元文部科学省大臣官房審議官・
　現京都造形芸術大学教授）
センターとの出会いが、KOKÔ塾
「まなびの郷」を可能にし、高校生
や地域の人々が持っている「ホンモ
ノの学び」への高いニーズ、学校と地域の対話と協働の
可能性を実証してくれました。また、センターは多くの
地域の拠点と拠点を結ぶネットワークの拠点ともなり、
学校とコミュニティに山積している課題を解決し、新し
い共同を構築する可能性を開きつつあります。
●山口　裕市さん
（和歌山県教育長・元粉河高校校長）
貴センターがこれまで、次々と打
ち出してこられた生涯学習推進の
中には、大学発という持ち味を存
分に生かしながらも、他にはみら
れない魅力的なスタイルが保持されている。それは、
「地域の人たちと共に創り育てる」ということへの揺る
ぎない志である。そうした活動スタイルの中にこそ、こ
れからの生涯学習、そして教育全般にとっての「導きの
星」が隠されているように思われる。
●住岡　英毅さん
（元滋賀大学生涯学習教育研究センター長）
地域に密着した和大センターの学
びの場に、学校教育に嫌気がさし
た子どもや若者たちが参加できた
ら、学校教育にはない新しい人間交流と啓発、こころ
の癒しの場が生まれ、やがて連帯の絆が強まり、地域
興しの旋風を巻き起こす原動力になるのではないだろ
うか。
●横川　和夫さん
(元共同通信論説兼編集委員)
貴センターの出会いは、2003年
度の「生涯学習フォーラム」であっ
た。資料には「学外のネットワー
ク」取り分け、錚錚たる人的ネット
ワークが紹介され、新しい風をおくっていた。羨ましか
った。懇親の席では、センターの研究者と受講生が対等
で、地域づくりの夢を熱く語り合っていた。羨ましかっ
た。私は期待したい。二つの「羨ましかった」から、近い
将来『紀州の教育改革』に学べることを。
●手島　勇平さん
（元新潟県聖籠町教育委員会教育長・
　現新潟市教育委員会教育政策監）
センターが掲げる
「地域を創る学び　
人が育つ地域」を創
り続けることこそ、生涯学習の究極の目
的だと思いますし、市民のための地域発
展をめざす生涯学習の拠点としてのセ
ンターの役割は、ますます虹彩を放つと
確信します。
●岸　　裕司さん
（学校と地域の融合教育研究会副会長・
　秋津コミュニティ顧問）
2008年
9月21日（日）
講座・セミナーの風景講座・
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センター設立10周年記念事業を終え、改めてこの10年学
内外の方々にお世話になってきたことを実感し深い感謝の念
を抱いています。この10年の地方国立大学は激動の時代で
あり、存在価値を問われる時期でした。センターがチャレン
ジした＜地域と大学＞＜生涯学習と大学＞というテーマは、
この時期の焦点的課題でありました。センターの到達は、設
立記念フォーラムに寄せられた生涯学習界の第一線の方々の
メッセージにみられるように、日本における大学の最前線の
ものであるという評価をしていただいています。
センターの到達は、この10年本学の学長・理事者が、激
動のなかで浮足立たず見識ある経営を行ってきたからであ
り、本学教職員および地域の関係者の日常的なご支援があっ
たからであると思います。この蓄積・経験が、和歌山大学の
未来に生かされることを願っています。
1．生涯学習教育研究センター設立10周年記念フォーラム
これまでの10年間をふりかえって
「地域生涯学習の展開と大学の役割」
～センター設立10周年を祝して寄せられたメッセージ（抜粋）～
本センターは、平成10年４月に設立以来、文部科学省・国公立大学をはじめ、行政・地方自治体・NPO等多くの方に支えら
れ、これまで多彩な事業を展開してきました。このたび、センター設立10周年を祝し、センターをご支援いただいた方から、沢
山のメッセージを頂戴しましたので、ここで一部を紹介させていただきます。
和歌山大学副学長・学長特別補佐
（前生涯学習教育研究センター長）
山　本　健　慈
地域には　無数の課題があり
地域はそれを解決する　ほんまもんの学習を求めている
そのニーズに　大学の生涯学習部門が　いかに応えうるのか
いつも問い直し、耕し続けた10年でした。
幕を開けた新しい世紀　世界は混沌と危機の渦の中
日本は　構造改革・格差社会　と生きづらい時代
地域は　市町村合併・少子高齢化・経済疲弊　に喘いでいる
人づくりを担うべき生涯学習行政は　衰弱しつつある
大学もまた　競争的環境と再編の風に　さらされている
されど　地方国立大学には貧しくとも　知的資源の宝庫でも
ある教育・研究・地域連携　
問われているのは　その質とベクトルだ
生涯学習教育研究センターは　その価値を受発信する　大学
の最前線！
心のこもった　学内外のメッセージに励まされ
地域・自治体をはじめ　よき人々に教えられ
ゆるぎないミッションと　しなやかなネットワークで
地域に支えられ　地域を支える　大学をめざしたい
生涯学習は　持続発展可能な世界を創る　キーワード
大学の生涯学習化　生涯学習の大学化を　
もやいなおす拠点として
「まちの中の大学」から　教職協働のハーモニーで
初心に返り　10年の歩みから新たな10年へ　たゆまぬ挑戦を
続けます。
10年の歩みから、新しい10年へ！
～和歌山大学生涯学習
　　教育研究センターがめざす道～
和歌山大学生涯学習教育研究センター長
堀　内　秀　雄
９月２１日（日）開催した生涯学習教育研究センター設立１０周年記念フォーラムでは、“センター１０年の歩み”のＤＶＤの上
映からはじまり、基調講演として文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）久保公人氏を招き、「今後の大学と生涯学習の
への期待」をテーマに示唆に富んだ講演が行われました。
また実践報告として当センター長　堀内秀雄より「大学による生涯学習～和歌
山大学１０年の歩みから」、北海道大学高等教育機能開発センター生涯学習部教
授木村純氏から「地域生涯学習への高等教育機関の貢献～北海道大学からの提
言」が発表されました。
その後、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官笹井宏益氏と当
センター准教授村田和子をコーディネーターとして、「地域生涯学習の展開と大
学の役割」をテーマに、お茶の水女子大学大学院教授三輪建二氏、学校と地域の
融合教育研究会副会長岸裕司氏をコメンテーターとして意見交換を行い、研究
者、学生、地域住民の間で活発な議論が展開されました。
はっきり言わせてもらうと実は、
大学と生涯学習とは最も相性が悪
い。生涯学習の理念から一番懸け
離れているのが日本の大学なのである。されど、和歌山
大学生涯学習教育研究センターとは、何度かご一緒に
仕事をさせてもらい、共闘できるとの手応えを感じた。
和歌山大学の未来は、このセンターがどうなっていくか
にかかっているのではないだろうか。
●寺脇　　研さん
（元文部科学省大臣官房審議官・
　現京都造形芸術大学教授）
センターとの出会いが、KOKÔ塾
「まなびの郷」を可能にし、高校生
や地域の人々が持っている「ホンモ
ノの学び」への高いニーズ、学校と地域の対話と協働の
可能性を実証してくれました。また、センターは多くの
地域の拠点と拠点を結ぶネットワークの拠点ともなり、
学校とコミュニティに山積している課題を解決し、新し
い共同を構築する可能性を開きつつあります。
●山口　裕市さん
（和歌山県教育長・元粉河高校校長）
貴センターがこれまで、次々と打
ち出してこられた生涯学習推進の
中には、大学発という持ち味を存
分に生かしながらも、他にはみら
れない魅力的なスタイルが保持されている。それは、
「地域の人たちと共に創り育てる」ということへの揺る
ぎない志である。そうした活動スタイルの中にこそ、こ
れからの生涯学習、そして教育全般にとっての「導きの
星」が隠されているように思われる。
●住岡　英毅さん
（元滋賀大学生涯学習教育研究センター長）
地域に密着した和大センターの学
びの場に、学校教育に嫌気がさし
た子どもや若者たちが参加できた
ら、学校教育にはない新しい人間交流と啓発、こころ
の癒しの場が生まれ、やがて連帯の絆が強まり、地域
興しの旋風を巻き起こす原動力になるのではないだろ
うか。
●横川　和夫さん
(元共同通信論説兼編集委員)
貴センターの出会いは、2003年
度の「生涯学習フォーラム」であっ
た。資料には「学外のネットワー
ク」取り分け、錚錚たる人的ネット
ワークが紹介され、新しい風をおくっていた。羨ましか
った。懇親の席では、センターの研究者と受講生が対等
で、地域づくりの夢を熱く語り合っていた。羨ましかっ
た。私は期待したい。二つの「羨ましかった」から、近い
将来『紀州の教育改革』に学べることを。
●手島　勇平さん
（元新潟県聖籠町教育委員会教育長・
　現新潟市教育委員会教育政策監）
センターが掲げる
「地域を創る学び　
人が育つ地域」を創
り続けることこそ、生涯学習の究極の目
的だと思いますし、市民のための地域発
展をめざす生涯学習の拠点としてのセ
ンターの役割は、ますます虹彩を放つと
確信します。
●岸　　裕司さん
（学校と地域の融合教育研究会副会長・
　秋津コミュニティ顧問）
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